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常
陸
大
宮
市
誕
生
３
周
年
を
祝
い
、　

月
１０

　

日
に
常
陸
大
宮
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

１６に
お
い
て
、
市
民
な
ど
約
４
２
０
人
が
参
加

し
、「
常
陸
大
宮
市
合
併
３
周
年
記
念
式
典
」

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
３
周
年
に
対
す
る
感
謝

と
、
こ
れ
か
ら
の
協
働
に
よ
る
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
矢
数
市
長
が
式
辞

を
、
駒
田
市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
、
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民

憲
章
と
市
の
花
・
木
・
鳥
の
制
定
の
経
過
に

つ
い
て
、
総
務
部
長
に
よ
る
説
明
後
、
主
催

者
と
来
賓
に
よ
り
制
定
記
念
プ
レ
ー
ト
の
除

幕
が
行
わ
れ
、
幕
が
引
か
れ
た
瞬
間
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
の
花
「
ば
ら
」
木
「
さ
く
ら
」

鳥
「
か
わ
せ
み
」
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
等
選
定
委
員
会
の
菊
池
委
員

長
か
ら
、
市
民
憲
章
の
内
容
に
つ
い
て
、
市

民
憲
章
検
討
委
員
会
の
野
上
委
員
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
制
定
さ
れ
た
市

民
憲
章
を
、
野
上
公
雄
委
員
長
の
先
導
に
よ

り
、
出
席
者
全
員
が
声
高
ら
か
に
唱
和
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
の
花
・
木
・
鳥
の
制
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
様
よ
り
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
４
５
９
件
の
中
か
ら
、「
ば
ら
」「
さ
く
ら
」

「
か
わ
せ
み
」
に
応
募
さ
れ
、
厳
選
な
る
抽
選

に
よ
り
、
当
選
さ
れ
た
方
々
に
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
後
、
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
な
ど
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
に
は
、
オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
宗

次
郎
さ
ん
に
よ
る
「
里
山
に
響
く
土
の
笛
の

音
色
」
と
題
し

た
、
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
を
行
い
、
素

敵
な
語
り
と
優

し
い
オ
カ
リ
ナ

の
音
色
を
聴
か

せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

▲主催者と来賓による記念プレートの除幕

▲オカリナ奏者　宗次郎さんによるミニライブ

常陸大宮市の花木鳥常陸大宮市の花木鳥常陸大宮市の花木鳥常陸大宮市の花木鳥
市の花「ばら」

　気品高く情熱ある美しい
花は、市を愛する市民の心
と幸せのシンボルとしてふ
さわしい花です。

市の木「さくら」

　市民の優しい心と、希望
に満ちた明るい未来を築き
あげるシンボルとしてふさ
わしい木です。

市の鳥「かわせみ」

　鮮やかな色彩から「渓流
の宝石」と呼ばれ、市の豊
かな自然のシンボルとして
ふさわしい鳥です。

わたしたちがつくるまちの姿
―　常陸大宮市市民憲章　―

　常陸大宮市は、緑豊かな自然環境に恵ま
れ、すばらしい歴史と文化のもとで発展し
てきました。わたしたちはこの自然、歴
史、文化をいかし、安全で、快適で、活力
あるまちを、みんなの手でつくります。

一．豊かな自然をいつくしみ、安らげるま
ちをつくります。

一．歴史と文化を大切にし、誇り高いまち
をつくります。

一．一人ひとりが知恵を出し、暮らし、仕
事、いのちが輝くまちをつくります。

一．さまざまな人たちとの出会いと交流が
楽しめるまちをつくります。

一．尊重しあい、助けあい、みんなの未来
をひらくまちをつくります。
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合
併
３
周
年
を
記
念
し
、
市
民
相
互
の
親

和
と
水
郡
線
の
活
性
化
及
び
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
専
用
列
車
を
利
用
し
、
東
京
で
の
観

劇
を
楽
し
む
、「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
が　

月
１０

　

日
、
常
陸
大
宮
駅
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

２０
　

出
発
に
あ
た
っ
て
、
常
陸
大
宮
駅
で
矢
数

市
長
と
常
陸
大
宮
駅
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
列
車
内
で
は
市
長
か
ら
の
挨

拶
の
後
、
駅
長
と
共
に
各
車
両
を
巡
り
参
加

者
と
挨
拶
を
交
わ
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

市
民
号
は
、
市
と
し
て
始
め
て
の
運
行
と
な

り
ま
す
が
、
２
８
３
人
が
参
加
。
東
京
都
中

央
区
明
治
座
に
お
い
て
『
大
奥
』
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
に
豪
華
絢
爛
な
歴
史
絵
巻
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
参
加
者
か
ら
拍
手
喝
采
が
起
こ
る
な

ど
、
参
加
さ
れ
た
方
は
大
変
満
足
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

平
成　

年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
及

１９

び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
、
本
市
よ

り
美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
（
代
表　

河
野
秀
男
さ

ん
）
と
安
野
茂
雄
さ
ん
（
北
町
）
が
文
部
科

学
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
ク
ラ
ブ
で
、
平
成

８
年
に
設
立
。
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
等

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
小
学
校
で

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指
導
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
が
高
く
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

安
野
茂
雄
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
茨
城

４５

県
陸
上
競
技
協
会
副
会
長
等
を
歴
任
し
、
ま

た
、
昭
和　

年
か
ら
は
（
財
）
茨
城
県
体
育

６２
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市
消
防
本
部
は
、　

月　

日
、
舟
木
悦
子

１０

２５

さ
ん
に
感
謝
状
を
送
り
ま
し
た
。

　

舟
木
悦
子
さ
ん
（
志
村
大
宮
病
院
勤
務
看

護
師
）
は
、
９
月　

日
午
後
６
時
頃
常
陸
大

２９

宮
市
野
口
地
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
現
場

に
駆
け
つ
け
、
負
傷
者
に
心
肺
蘇
生
を
実
施

し
、
呼
吸
を
再
開
さ
せ
人
命
救
助
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
相
沢
消
防
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

����������

おおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででで
とととととととととととととと
うううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

協
会
副
会
長
等
を
歴
任
し
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ

の
競
技
力
向
上
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

《常陸大宮市へ寄付》

浜ちゃんコンペ
金200,000円

《奨学基金へ寄付》

（有） 瑞穂農場
（会長　下山好夫）
金500,000円

ボンド商事　株式会社
（代表取締役社長　小黒正義）

金146,000円

▲美和ユニークスの皆さん

▲表彰を受ける舟木さん

�������	�������	�������	�������	

砂川　豊朗
金500,000円

順不同・敬称略
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●広報協力員レポート● 中山　さち子さん（三美）

ふるさと女性大学「葦の会」交流会に参加して

　今年で10回目を迎え、その節目として、10月２日、130
人の出席のもと「葦の会」交流会が水戸京成ホテルにおい
て開催されました。
　主催者、来賓のあいさつに始まり、「葦の会」終了生２人
の活動状況発表、また、神戸礼子先生の「地域に支えられ
て」という記念講演もありました。講演では、輝いて生き
る女性のあり方やマイナス思考を避けプラス思考で生きる
人は、その人なりの余韻を残せる（私らしさ）であるなど、
大変ためになるものでした。
　最後に県知事を囲んでの記念パーティーがあり、和やか
に雰囲気の中、多くの方たちとふれあい、楽しい時間を過
ごすことができました。毎年開かれている「葦の会」に入
会して、バラエティーに富んだ講師陣の勉強会（月１回、
半年）に、参加してみてはいかがですか？良い勉強になり
ますよ。

※葦の会とは、地域づくり、ふる
さとづくり運動の強化と発展
のため、それを担う自主性と
創造力をもった女性リーダー
を育成に資する事業です。
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９
月　

日
、
小
舟
地
域
の
国
道
２
９
３
号

２１

か
ざ
ぐ
る
ま
前
で
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
緒
川
地
区
交
通
安
全
母

の
会
ほ
か
、
地

域
の
交
通
安
全

関
係
者
の
皆
さ

ん
か
ら
行
き
交

う
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
の

呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
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月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
、
全

１０

１１

２０

１０

国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
宮
地
区
防
犯
協
会
を
は
じ
め

大
宮
警
察
署
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
の
も

と
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
店
舗
前
で
啓
発

物
の
配
布
や
防

犯
の
呼
び
か
け

な
ど
を
展
開

し
、
買
い
物
に

来
た
方
を
中
心

に
地
域
安
全
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。
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９
月　

日
、
第
３
回
大
宮
警
察
署
協
議
会

１９

（
龍
崎
会
長
）
が
、
大
宮
警
察
署
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
海
老
沢
署
長
を
は
じ
め

と
し
た
警
察
官　

人
と
龍
崎
義
光
さ
ん
、
生

２１

天
目
巴
江
さ
ん
、
大
森
一
二
さ
ん
、
岡
崎
忠

孝
さ
ん
、
柴
田
雅
則
さ
ん
の
元
自
治
体
関
係

者
な
ど
５
人
の
方
々
か
ら
構
成
さ
れ
、
市
民

の
方
々
か
ら
警
察
署
の
業
務
運
営
に
関
し
て

意
見
を
も
ら
い
、
反
映
さ
せ
る
た
め
に
協
議

運
営
を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
自
転
車
が
安
心
し
て
通
行
で
き

る
歩
道
等
の
整
備
、
凶
悪
事
件
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
対
策
、
警
察
署
再
編
整

備
構
想
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
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２
０
１
１
年
７
月
か
ら
現
在
放
送
し
て
い

る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
関
す
る
説
明
会
が
、
９
月　

日
、

２７

緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
１
０
０
人
と
多
く
の
方
が
集

ま
り
、
総
務
省
の
方
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
方
か

ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
概
要
や
共
同
受
信

施
設
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
方
法

に
つ
い
て
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ

れ
ま
し
た
。


